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小さな声に耳をすまし、大きな力にひるまず！HP｢ 辻よし子と歩む会」で検索

　委員長（自民党志清会）、副委員長（公明党）、５
名の委員（自民党志清会３名、共産党１名、くさし
ぎ 1 名）で構成される環境建設委員会。今回は武蔵
五日市駅前拠点施設の設置・管理に関わる条例の議
案が入り、問題点の多いこの条例がどう審議される
のか傍聴した。 
　辻委員の質問と反対意見で、この条例が市のめざ
す「市民参加のまちづくり」とはほど遠い、作成の
記録もなく詰めの甘い曖昧なものであることがはっ
きりした。しかし、驚いたことに 3 名の自民党委員
は賛成が前提の簡単な質問だけで「よくわかりまし
た」と席につき、副委員長は「ウェルビーイング（こ
の計画の基本理念らしい）、この言葉が好き。住みや
すい街になることを期待して賛成」と…⁉　くさし
ぎと共産党の委員が反対したが、賛成多数であっさ
り可決となった。 
　国会では昨年の選挙で、今までの数によるごり押
しの政治をしていた自民党が少数与党になり、少し
は議論が見えるようになった。しかし、あきる野市
議会では相変わらず議論しない状態が続いている。
議論以前に、一人会派の辻議員の発言に対して敬意
の感じられない自民党議員の態度を、傍聴の度に目
にする。議会の準備に時間をかけ真摯に市政と向き
合い続けている彼女に、もう時間だと議長にアピー
ルしたり、これみよがしに
大きなため息をついたり、
多数派であることにあぐら
をかいた彼らの傲慢な態度
は許せない。それは議会を
見守る私たち市民までバカ
にしているのと同じことだ。    
          （A・M　小川東在住）

　12 月３日の市議会を傍聴しました。市民の知る権
利と情報公開についての辻議員の質問に対する答弁
において、副市長の姿勢は「誠実さ」に欠けると感
じました。すなわち「市民に対しての誠実さ」です。
議会での答弁の姿勢は一議員に対してのみでなく、
市民に対しての姿勢だということを、理解していな
い人はトップに立つべきではありません。また、理
解しているのであれば実践していただきたいですが、
当日はそう感じられませんでした。
　議会の様子は後から動画で確認ができるので観ま
したが、副市長や市長に都合の悪い情報は公開され
ないという懸念は払拭されませんでした。
　辻議員が情報公開を請求したのは総務部長から全
部課長宛に送られた「情報公開請求の取扱いの徹底
について」というメールでした。一部が黒塗りされ
ていましたので、辻議員が不服審査請求をして審査
会が違法・不当とし、公開されました。
　黒塗りの部分は簡単にいえば、「野党」議員からの
開示請求にはそれまでどおりではなく副市長と市長
に説明のうえ、公開・非公開を判断するよう徹底せ
よというものでした。審査会が違法・不当と認め、
公開になった経緯について、副市長は「まったく問
題があったとは思っていない」と言い放ち、自分の
誤りを認める姿勢は一切ありませんでした。
　不当であったことを問題と思っていないなら、今
後も、わたしたちが情報公開を請求しても副市長・
市長判断であきる野市情報公開条例第９条第５号に
該当しなくても黒塗りにされることが大いにあると
いうことです。開かれた、透明な市政がなされてこ
そ市民は安心できるのに、この答弁では安心できま
せん。誠実な対応がなされず残念です。
　　　　　　　　　　　　（T・Y　五日市地区在住 )                           
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秋川高校跡地と周辺地区のまちづくり 戒厳令を阻止した韓国市民の力に学びたい
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1960 年生まれ。小学校教員を経て、ボランティアと
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　秋川高校跡地のメタセコイア並木は 2024 年も美
しく紅葉した。秋川高校跡地は都有地で、東部に広
がる畑と住宅地は民有地だ。この都有地と民有地を
併せた広大な土地について、あきる野市は産業 ( 企
業 ) 誘致をメインにしたまちづくりを進めようとし
ている。
　私が参加する「あきる野のいまを知る会」（通称・
知る会）は開かれた市政を求めていて、そのために
はまず市の課題を知り、市民参加による課題解決を
市に働きかけていこうと2023年11月に立ち上がっ
た市民グループだが、課題の一つに挙げているのが
秋川高校跡地周辺のまちづくりだ。
　知る会では 2024 年 12 月に現地視察を行った結
果、まずは広く市民を対象にした現地視察会および
説明会の開催を市に求めていくことになった。
　これまでの経緯を見ると、様々な市民が陳情等で
市民参加を市や都に求めて来たがほぼ採用されてい
ない。都は土地利用を市に一任したため市は検討し、
企業誘致の方針を決めた。市および企業誘致賛成の
市議たちの思惑は自主財源の確保だ。市の財政逼迫
は理解するが、ではなぜ五日市駅前施設の建設費だ
けで 3.5 億もかけられるのか？といった疑問も湧い
てくる。
　私は企業誘致も一つの案として、他の案も俎上に
載せて話し合えれば良いと思う。様々な意見を出し
て、その妥協点を見出すのが民主主義。企業と公共
空間 ( 公園など ) がバランスよく配置できるような
妥協点が見つけられると良い。
こういった「市民参加のまち
づくり」を、多くの市民が市
に求めて行く事が必要だと思
う。　（I・A　瀬戸岡在住）　

　12 月 3 日の韓国の戒厳令には驚いた。「フェイ
クニュース」かと思った。なぜなら、韓国では軍事
政権が長く続いたが、学生・市民の闘いによって民
主化が達成されていたからだ。ところが、今回の戒
厳令は軍部が主導したのではなく、何と尹錫悦（ユ
ン・ソンニョル）大統領自身が政局を打開するため
に行ったという。韓国のこれまでの歴史の教訓を踏
みにじるとんでもない暴挙だ。
　この戒厳令を阻止するために国会に駆けつけた国
会議員と市民の連携は目を見張るばかりだった。深
夜にもかかわらず大勢の市民が駆けつけて、軍や警
察に立ち向かい、議員が議場へ向かうのを助けたの
である。67 歳の議長が柵を乗り越えて議場へと向
かう姿。兵士から向けられた銃口をつかみ「あなた
たちは恥ずかしくないの！」と抗議する女性。そし
て、午前1時過ぎ与党も含めた190人の国会議員が、
全員一致で戒厳令解除の決議をしたニュース映像は
感動的だった。
　民主主義について韓国から学ぶことが多い。テレ
ビのコメンテーターが「親日の大統領が替わってし
まうと日韓関係が心配」と本質からずれたことを
言っていたが、変わらないといけないのは日本自身
だろう。自由と権利は日本の憲法にも書いてあるよ
うに「不断の努力」によって勝ち取るものだ。日本
は果たしてそれができているだろうか。韓国の民主
化運動については映画『タクシー運転手〜約束は海
を越えて』など、多くの作品がある。それらを観て
日本の政治のあり方について考えてみたいと思っ
た。　　　　　　　　　　　　　（T・K　草花在住）


